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The paper clarifies the position of China as a “responsible major power” as China has 
extensively emerged in international society after the global financial crisis.  It is now 
difficult to solve various problems occurring in international society without China’s 
cooperation or participation.  China has put up the slogan the “peace development and the 
world” and is now playing a responsible role suitable for its national power as a 
“responsible major power.”  In particular, while China has built constructive and 
cooperative relations with its neighboring countries, it has put emphasis on promoting 
economic cooperation actively in the region.  China especially has redefined its relations 
with North Korea and tried to solve the North Korean nuclear problem peacefully.  The 
paper also points out the need for the neighboring countries to change from the 
“geopolitical idea” during the cold war to the new “geo-economic idea” in order to induce 
North Korea to international society.
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発足以後、両国は対話と協力の可能性を模索し、2009 年 11 月初めに訪中したオバマ大統領は、
「両国関係にとっての集団的安全保障がこれほど重要な時期はなかった」と指摘し、「両国は具
体的な行動を共にし、共同で対応できる安定的な戦略的パートナー関係を構築すべき」である





















































































































































































































































１）『新華網』2009 年 7 月 28 日
２）『人民日報』2005 年 11 月 22 日
３）最近中国の外交政策決定過程で注目すべき点は、内部で多様な戦略的論議が展開され、この論議が政策
として採用されている点である。本論文では、中国人学者の多様な見解を整理することに目的を置く。
４）2010 年 3 月に開催された全国人民代表大会終了後、温家宝総理は記者会見でこのような立場を改めて
強調した。
５）胡錦濤主席は 2011 年 1 月アメリカを訪問し、「現在の国際体制と秩序を漸進的に改革し、もっと公正
かつ合理的な方向に発展させなければならない」と指摘した。『人民日報』2011 年 1 月 21 日
６）『環球網』2010 年 9 月 12 日
７）陶文釗「奥巴馬政府的中美関系」『中国周辺環境与我国的対策』会議論文　2009 年 1 月 20 日

















19）金燦栄「中米関係的現状与展望」『中国周辺環境与我国的対策』会議論文　2009 年 1 月 20 日
20）潘振強、前掲論文
21）『環球網』、2010 年 4 月 14 日






24）『環球網』2009 年 1 月 29 日
25）朴建一「中国対朝鮮政策的変化与 6方会談』『中国周辺環境与我国的対策』会議論文　2009 年 1 月 20 日
26）6 カ国協議の「9・19 共同声明」では、「北朝鮮の非核化」ではなく、「朝鮮半島の検証可能な非核化（The 










32）『環球網』、2010 年 5 月 7 日 
33）同上
34）同上
35）三回もの訪中の主な目的は、経済協力を中心に話し合うことにあったといわれている。
36）程永華駐日大使は、韓国大使を離任する直前に韓国メディアとのインタビューで、「国連の経済制裁と
中朝経済協力は別の問題である」と指摘した。
37）『京華時報網』、2010.5.6
38）王逸舟「中国外交の現状とその課題」『中国周辺環境与我国的対策』会議論文
（本稿は 2011 年度国際地域研究所プロジェクト「北朝鮮問題に関する総合的研究：安保、経済、思想、ジェ
ンダー」の研究成果の一部である。）

